
　1988年（昭和63年）に都市ガス・LPガスを供給する青梅ガス（東京都青梅市）の
サービス部門として設立した株式会社オージーサービス。当初は、ガス機器の修理
やリフォーム事業を行っていたが、その後、LPガス販売、自動車用燃料販売、リ
フォーム業など総合的に展開。東京・青梅市を中心とした地域に根差したサービス
を提供している。

株式会社オージーサービス

　以前から電話回線による自動検針を実施していたが、インターネットの普及や
通信技術の進化により、検針機器が使用できなくなる問題を抱えていた。久保 正光
氏（導管部マネージャー）は、「LPWAは以前から気にはなっていたが、費用面で導入
が難しかった」と話す。しかし、補助金制度が後押しし、2023年にLPWAの導入を開
始。今回の補助金で設置率100％を達成した。
　導入にあたり、複数のメーカーを比較し、愛知時計電機のLPWAシステムを選定。
その理由は、クラウド上に「顧客の個人
情報」を登録せず運用ができ、個人情報
を社外に集積しない同社のセキュリ
ティポリシーにも合致したシステムの
特性にあった。また、設置前に顧客情報
の登録が不要で設置準備の手軽さも大
きなメリットだった。

通信回線の変化に伴う課題の中で
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左から久保氏（導管部マネージャー）、堀内氏
（導管部主任）、和智氏（導管部部長）



　LPWAの100%導入は、業務に劇的な変化をもたらした。「7～8人で2日間かけて
いた検針業務がなくなり、年間17,500kmもの車両の走行距離が削減、これは杉の
木125本分のCO₂に相当」と堀内 一弘氏（導管部主任）は話す。顧客接点の減少が懸
念されたが、外注ではなく社員が点検業務を担うことで、顧客接点を維持。LINEや
X（旧ツイッター）も活用し、販促の幅を広げている。
　また、以前は、顧客宅でガスが停止しても、連絡がないとわからなかったが、ガス
遮断警報がリアルタイムでメール通知するため、
担当者がすぐに確認でき、問い合わせにも遮断理
由を把握した上で対応が可能となった。また、顧客
自身で復帰している場合など、ガス停止の実態も
把握できるようになったという。
　それら以外にも副産物があった。LPWA設置工
事完了の写真データ収集を効率化するため、ノー
コードツール『キントーン』を導入。「社員がパソコ
ン操作やデータ管理の知識習得のきっかけとな
り、DX化への意識が向上した」と和智 友成氏（導管
部部長）は話す。

年間1.7万km削減と予期せぬDX化の波

　同社は、LPWA導入による自動検針をさらに一歩進め、今年から検針票の郵送を
有料化し、Web請求への移行を進める予定だ。
　最後に、補助金申請する事業者へ「LPWA機器設置業者のスケジュール確保が大
変なため、時間の余裕を持ち計画を立てるべき」と堀内氏はアドバイスをくれた。
　LPWA導入は、補助金を活用し、初期投資のハードルを下げ、業務の効率化だけで
なく、企業のデジタル化意識の向上など、新たな潮流を生む契機となった。

未来への展望と導入事業者への助言

顧客向けLPWA設置工事のための案内チラシ



LPWA通信システムの実態調査票（事前調査）



LPWA通信システム導入までのスケジュール


